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七
月
一
四
日
に
毎
年
恒
例
と
な
り
一
六
回
目
を

迎
え
た
「
組
織
拡
大
・
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流

集
会
」
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
過
去
の
開
催
で

は
労
働
条
件
改
善
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
数
年
は
組
織
拡
大
に
集
会
の
テ
ー
マ
が
移
り

つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
年
の
集
会
は
連
続
す
る

組
織
拡
大
を
受
け
、
現
在
の
最
大
の
課
題
で
も
あ

る
組
織
拡
大
の
話
題
一
色
と
な
っ
た
。

　

集
会
は
常
盤
教
宣
部
長
の
司
会
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
、
石
上
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
組
織
拡

大
の
あ
っ
た
東
京
駅
・
新
宿
駅
・
田
端
駅
の
三
分

会
か
ら
報
告
が
さ
れ
た
。

　

東
京
駅
分
会
か
ら
は
「
横
田
さ
ん
の
加
入
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
不
満
が
あ
る
中
で
、
国

労
組
合
員
と
の
付
き
合
い
が
あ
り
、『
国
労
に
い
れ

ば
権
利
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
言
い
た
い
こ
と
が

言
え
る
』
と
国
労
に
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
た
。
日

常
的
に
レ
ク
や
交
流
を
続
け
る
中
で
、
国
労
と
Ｊ

Ｒ
東
労
組
と
の
違
い
を
は
っ
き
り
出
し
て
い
か
な

い
と
加
入
に
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
、
私
た
ち

も
横
田
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
。
新
入
社
員
に
は
国
労
主

導
で
仕
事
を
覚
え
て
も
ら
う
事
が
一
番
だ
が
、
頑
張

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
声
を
か
け
て
い
る
。

し
ば
ら
く
し
て
、
あ
る
程
度
色
々
分
か
っ
て
き
て
か

ら
会
社
や
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
悩
み
を
聞
く
場
も
作
っ

て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　

新
宿
駅
分
会
か
ら
は
「
改
札
職
場
で
は
日
常
的

に
食
事
作
り
を
は
じ
め
新
入
社
員
や
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
へ
の
世
話
役
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中

で
国
労
加
入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
加
入
後
も
特

に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
等
も
無
か
っ
た
。

Ｇ
Ｓ
の
仲
間
か
ら
は
『
国
労
に
入
っ
て
も
加
藤
君

は
加
藤
く
ん
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
つ
き
あ
い
は
変

わ
ら
な
い
』
と
言
わ
れ
た
。
新
入
社
員
か
ら
は
『
不

満
や
悩
み
を
相
談
す
る
所
が
無
い
』
と
言
わ
れ
て

い
る
。
私
た
ち
は
組
合
役
員
だ
け
で
は
な
く
、
一

人
一
人
が
相
談
に
の
る
事
が
組
織
拡
大
に
大
切
だ

と
思
う
」
と
報
告
さ
れ
た
。
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国
労
東
京
法
律
相
談
（
初
回
九
月
一
〇
日
）

　
　

 

定
例
開
催

：

毎
月
第
二
水
曜
日

　
　

時　
　

間

：

一
四
時
〜
一
六
時
（
各
三
〇
分
）

　
　

会　
　

場

：

東
京
地
本
小
会
議
室

　
　

相
談
費
用

：

初
回
（
無
料
）
地
本
で
負
担

　

ま
た
加
入
し
た
加
藤
君
か
ら
は
「
他
の
Ｇ
Ｓ
か

ら
聞
く
と
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
説
明
会
に
行
く
と
そ

の
場
で
説
明
も
無
く
即
加
入
さ
せ
ら
れ
る
。
私
は

強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
。
元
々

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
や
っ
て
い
た
の
で
複

数
の
組
合
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
の
で
自
分
で

選
び
た
か
っ
た
。
仲
間
で
も
反
発
を
持
っ
て
い
る

人
は
い
る
の
で
、
き
ち
ん
と
話
を
聞
け
ば
人
数
も

増
え
る
の
で
は
」
と
発
言
が
あ
っ
た
。

　

田
端
駅
分
会
か
ら
は
「
阿
部
君
は
元
々
Ｊ
Ｒ
東
労

組
に
対
し
て
不
満
が
あ
っ
た
所
に
、
新
採
に
対
す

る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
加
入
の
や
り
方
に
不
満
が
あ
り
、

国
労
加
入
を
決
意
し
て
く
れ
た
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　

加
入
し
た
阿
部
君
か
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大

会
で
美
世
志
会
へ
の
文
句
を
言
っ
た
が
彼
ら
は
何

も
言
え
な
か
っ
た
。
役
員
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な

い
で
運
動
し
て
い
る
。
仕
事
が
分
か
ら
な
い
時
は

国
労
の
人
た
ち
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。」
と

発
言
が
あ
っ
た
。

　

次
に
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　

神
奈
川
地
区
本
部

か
ら
は
「
新
規
採
用

者
へ
の
国
労
説
明
会

を
地
区
本
部
と
し
て

設
定
し
、
何
人
か
へ

説
明
す
る
事
が
で
き

た
。
職
協
単
位
で
組

織
拡
大
に
向
け
て
意

思
統
一
も
続
け
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が

新
入
社
員
に
説
明
会

用
に
借
り
て
い
た
講
習
室
を
『
Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員

の
助
役
が
借
り
て
の
昼
食
会
は
所
長
に
申
し
入
れ

を
し
て
止
め
さ
せ
た
』
な
ど
、
分
会
や
会
社
の
動

き
も
あ
っ
た
。

　

八
王
子
地
区
本
部
か
ら
は
「
組
織
拡
大
に
向
け

執
行
委
員
が
そ
の
先
頭
に
立
と
う
、
そ
れ
に
組
合

員
も
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん
で
き
た
。

労
働
条
件
改
善
も
組
織
が
無
け
れ
ば
で
き
な
い
事

を
組
合
員
一
人
一
人
に
認
識
し
て
も
ら
う
。
職
場

で
は
、
作
業
ダ
イ
ヤ
に
無
い
作
業
や
出
勤
前
の
仕

事
も
し
て
い
る
。
休
み
の
日
ま
で
会
社
は
踏
み
込

ん
で
く
る
。
そ
う
し
た
悩
み
を
聞
き
私
た
ち
が
代

弁
す
る
事
も
必
要
。」
と
、
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
た
。

　

大
宮
地
区
本
部
で
は
「
支
部
・
分
会
と
議
論
形

成
や
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
き
た
。
大
宮
工
場

で
は
、
新
入
社
員
に
対
す
る
加
入
説
明
を
取
り
組

ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
役
員
の
意
識
が

変
わ
っ
た
。
分
会
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
っ
た
し

自
信
に
も
な
っ
た
」

　

大
井
工
場
か
ら
は
「
組
織
対
策
委
員
会
を
毎
月

末
に
開
催
し
、
分
会
の
独
自
性
を
守
り
な
が
ら
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
最
初
は
誰
も
が
消
極

的
だ
っ
た
。
昨
年
の
平
山
君
の
加
入
で
私
た
ち
が

励
ま
さ
れ
た
」
と
、
成
果
に
向
け
た
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。

　

東
京
貨
物
協
議
会
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
と
は
変

わ
っ
て
き
た
と
い
う
事
を
認
識
し
出
し
て
い
る
段

階
。
と
い
っ
て
も
会
社
が
す
ぐ
変
わ
る
状
態
で
は

な
い
の
で
、
分
会
か
ら
の
要
請
も
行
っ
て
い
く
。

昇
進
昇
格
試
験
に
は
若
干
の
成
果
も
出
は
じ
め
て

い
る
」
と
い
っ
た
五
つ
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

昼
食
休
憩
を
は
さ
み
午
後
は
七
つ
に
分
か
れ
て

の
分
散
会
が
行
わ
れ
た
。

　

分
散
会
報
告
で
は
「
個
人
対
個
人
で
は
加
入
に

結
び
つ
き
に
く
い
。
国
労
の
分
会
を
ど
う
意
識
さ

せ
る
か
が
必
要
」「
い
き
な
り
加
入
用
紙
を
持
っ

て
い
っ
て
も
無
理
。
駅
に
お
け
る
私
た
ち
の
活
動

が
カ
ギ
」「
国
労
に
行
き
た
い
、
と
い
う
雰
囲
気

が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
Ｇ
Ｓ
中
心

に
、
職
場
の
人
間
関
係
が
イ
ヤ
で
会
社
を
辞
め
て

い
る
。
Ｇ
Ｓ
・
社
員
共
通
の
労
働
条
件
の
低
さ
が

あ
る
。
そ
の
職
場
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
の
が
国

労
の
人
た
ち
だ
。
そ
れ
が
将
来
の
拡
大
に
つ
な
が

る
」「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
美
世
志
会
や
反
戦
の
話
ば
か

り
で
会
社
の
制
度
的
な
話
が
出
て
こ
な
い
。」「
駅

か
ら
車
掌
区
へ
来
た
時
に
○
○
さ
ん
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
し
た
、
と
い
う
繋
が
り
の
強
化
が
必

要
だ
」
な
ど
様
々
な
報
告
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
の
ま
と
め
で
は
「
分
会
が

前
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ア
キ
ラ
メ
な
い
で

何
か
を
や
っ
て
い
れ
ば
結
果
が
つ
い
て
く
る
。
但

し
、
そ
の
取
り
組
み
が
で
き
て
い
な
い
分
会
を
ど

う
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て
く
る
」
と
話
さ
れ
た
。

集
会
の
最
後
に
常
盤
教
宣
部
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
終
了
し
た
。

　

な
お
、
集
会
中
、
七
月
一
日
に
北
海
道
で
分
割

民
営
化
後
初
め
て
加
入
し
た
若
い
仲
間
二
名
へ
の

檄
が
取
り
組
ま
れ
、
多
く
の
参
加
者
の
激
励
の
言

葉
が
檄
布
に
書
か
れ
、
集
会
名
で
贈
ら
れ
た
。　

神
奈
川
地
区
本
部
で
二
名
拡
大
！

分
散
会
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フ
が
二
名
と
、
若
い
社
員
が
大
崎
駅
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
組
織
拡
大
に
向
け
た
絶
好
の
機
会

で
も
あ
り
、
分
会
と
し
て
も
支
部
か
ら
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
新
入
社
員
の
み
な
さ
ま
へ
）
を
活
用

し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、壁
は
高
く
、

獲
得
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
分
会
独
自
の

取
り
組
み
も
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
だ
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
行
動

出
来
ず
現
状
に
至
っ
て
い
ま
す
。
獲
得
に
向
け
、

焦
ら
ず
、
長
い
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん
で
行
き
、

い
つ
の
日
か
良
い
報
告
を
し
た
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

分
会
の
元
気
の
源
は
年
一
回
の
、
分
会
旅
行
・

花
見
・
釣
り
＆
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
野
球
等
の

レ
ク
で
あ
り
ま
す
。

レ
ク
で
親
睦
を
深
め
、

こ
れ
か
ら
も
国
労
の

一
員
と
し
て
、
大
崎

駅
分
会
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
い
く
決
意
で
あ
り

ま
す
。
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！　
　

　
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
」
解
決
行
動
ニ
ュ
ー
ス
№
三
七

（
〇
八
年
七
月
二
二
日
）
に
よ
る
と
、
七
月
一
四

日
一
三
時
三
〇
分
か
ら
東
京
高
裁
一
〇
一
号
法

廷
で
開
か
れ
た
鉄
建
公
団
訴
訟
控
訴
審
第
一
〇

期
日
の
証
人
と
し
て
、
元
国
労
本
部
副
委
員
長
・

嶋
田
俊
男
氏
の
尋
問
が
終
了
し
た
後
、
今
後
の

進
行
協
議
に
つ
い
て
、
南
裁
判
長
が
「
原
告
・

被
告
双
方
が
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
な
い

か
」
と
、
裁
判
外
で
の
話
し
合
い
の
解
決
を
促

し
た
。

　

当
日
は
、
原
告
・
被
告
双
方
と
も
持
ち
帰
り

検
討
と
し
た
。

　

翌
一
五
日
一
一
時
頃
、
冬
柴
国
土
交
通
大
臣

は
記
者
会
見
に
応
じ
「
清
算
事
業
団
が
当
事
者

　

六
月
二
八
日
土
曜
日
、
横
浜
関
内
ホ
ー
ル
で
横

浜
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
「
い
ま
基
地
の
街
で
は

〜
岐
路
に
立
つ
住
民
の
安
全
と
地
方
自
治
〜
」
と

題
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

横
浜
弁
護
士
会
の
福
田
護
弁
護
士
（
国
労
弁
護

団
）
と
関
守
麻
紀
子
弁
護
士
の
司
会
で
こ
の
集
会

は
始
ま
り
、
国
労
組
合
員
も
数
多
く
参
加
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
①
金
子
豊
貴
男
相
模
原
市
議
会

だ
。
し
か
し
二
〇
年
過
ぎ
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
味

で
争
い
の
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
。
私
も
動
く

機
会
が
あ
れ
ば
努
力
す
る
。
私
は
職
権
の
中
で

あ
れ
ば
力
一
杯
、
誠
心
誠
意
解
決
に
向
か
っ
て

や
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。」
と
語
っ
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
」
解

決
行
動
ニ
ュ
ー
ス
№
三
七
の
末
尾
で
、「
こ
の
よ

議
員
か
ら
「
厚
木
基

地
航
空
機
爆
音
訴
訟

（
騒
音
公
害
差
止
・
賠

償
請
求
）」
に
つ
い
て
、

②
山
崎
正
則
弁
護
士

と
高
橋
宏
弁
護
士
か

ら
「
山
崎
訴
訟
（
米

兵
に
よ
る
強
盗
殺
人

事
件
）」
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、
呉
東
正
彦

弁
護
士
か
ら
「
危
険

な
原
子
力
空
母
の
横
須
賀
配
備
計
画
に
対
す
る
住

民
運
動
と
訴
訟
」、担
当
弁
護
団
か
ら
「
自
衛
隊
『
た

ち
か
ぜ
』
訴
訟
（
自
衛
隊
内
部
の
い
じ
め
自
殺
事

件
）」
に
つ
い
て
発
言
を
受
け
た
。

　

第
二
部
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
元
岩
国
市

長
の
井
原
勝
介
氏
か
ら
「
米
軍
再
編
を
め
ぐ
る
岩

国
の
戦
い
」
に
つ
い
て
発
言
を
受
け
、
①
広
島
弁

護
士
会
所
属
の
足
立
修
一
弁
護
士
か
ら
「
岩
国
か

ら
の
報
告
（
基
地
拡
張
・
艦
載
機
移
駐
計
画
と
訴

訟
等
の
動
き
）」、
②
沖
縄
弁
護
士
会
所
属
の
新
垣

勉
弁
護
士
か
ら
「
沖
縄
か
ら
の
報
告
（
沖
縄
の
基

地
問
題
と
地
位
協
定
）」に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
厚
木
基
地
の
航
空
機
爆
音
の

録
音
再
現
も
行
わ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
四
氏
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

「
住
民
の
安
全
と
地
方
自
治
の
ゆ
く
え
〜
私
た
ち
は

何
を
な
す
べ
き
か
」
発
言
が
さ
れ
た
。

　

集
会
は
、
基
地
の
中
の
日
本
と
い
う
印
象
を
大

い
に
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
多
く
の
発
言
者

や
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
「
政
権
交
代
で
変
え
よ
う
」
と

の
フ
レ
ー
ズ
が
発
信
さ
れ
、
参
加
者
に
印
象
付
け

ら
れ
た
。

う
な
、
政
治
的
に
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
冬
柴
大

臣
の
発
言
を
、
私
た
ち
原
告
は
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、
二
二
年
余
に
わ
た
る
紛
争
を
解
決
す
る

た
め
に
鉄
道
運
輸
機
構
が
、
た
だ
ち
に
『
交
渉

テ
ー
ブ
ル
』
を
設
置
し
、
具
体
的
な
話
し
合
い

を
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
」
と
し
た
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
分
会
ニ
ュ
ー
ス

で
組
合
員
全
員
に
知
ら
せ
、
今
分
会
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
、
問
題
点
等
、
み
ん
な
で
解
り

あ
え
る
よ
う
情
報
の
共
有
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

駅
総
体
の
要
員
は
、
約
七
〇
名
。
毎
月
一
回
安

全
衛
生
委
員
会
が
開
か
れ
、
国
労
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
職
場
の
安
全
に
つ
い
て

は
も
と
よ
り
、
職
場
要
求
・
勤
務
問
題
等
、
委

員
会
の
中
で
発
言
し
、
問
題
解
決
に
向
け
有
効

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
六
年
一
一
月
の
包
括
的
和
解
を
踏
ま

え
、
昇
進
・
昇
格
試
験
へ
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
五
五
歳
以
上
で
二
等
級
・
三
等

級
の
組
合
員
は
、「
今
更
試
験
は
・
・
・
受
け
た

く
な
い
。
せ
め
て
四
等
級
位
ま
で
は
、自
動
昇
級
・

昇
格
に
し
て
欲
し
い
。」
と
の
意
見
も
あ
り
、
全

体
の
取
り
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
分
会
と
し
て
も
、
自
動
昇
級
・
昇
格
に

向
け
た
上
部
機
関
の
取
り
組
み
の
、
一
層
の
強

化
を
願
っ
て
い
る
所
で
す
。

　

今
年
も
新
入
社
員
が
三
名
・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

組
織
拡
大
地
道
に
！

い
つ
の
日
か
良
い
報
告
を

　

大
崎
駅
は
、
山
手
線
の
始
発
・
終
着
駅
で
あ
り
、

Ｓ
Ｓ
ラ
イ
ン
・
埼
京
線
・
り
ん
か
い
線
が
乗
り

入
れ
て
い
て
、
首
都
圏
内
の
運
転
職
場
で
も
最

も
重
要
な
駅
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
国
労
組
合
員
は
、
東
京
地
本
の

石
上
執
行
委
員
長
を
含
め
総
勢
二
一
名
。
出
札
・

改
札
・
ホ
ー
ム
・
信
号
の
各
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ト
で
中
心
的
に
な
り
、（
平
均
年
齢
五
〇
？

歳
の
若
さ
で
、）
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

分
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
毎
月
一
回
の

執
行
委
員
会
（
偶
数
月
は
非
番
者
集
会
も
含
む
）

を
定
期
的
に
行
い
、
職
場
で
の
不
平
・
不
満
や
、

要
求
及
び
問
題
点
を
ほ
り
お
こ
し
議
論
し
、
早

急
に
解
決
出
来
る
と
思
わ
れ
る
事
に
つ
い
て
は
、

駅
側
に
申
し
入
れ
て
、
改
善
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
執
行
委
員
会
で
議
論
さ
れ


